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議員名
○賛成　　×反対　　－棄権
※議長は表決に参加しない。
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補聴器購入費助成を求める請願（採択） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公立幼児教育施設の存続を求める陳情（採択） 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇
南流山駅周辺地区まちなみづくり促進条例（可決） × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
生活保護制度の夏季加算創設を求める意見書（可決） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2024年第２回定例会　星取表

　
殺
人
的
な
暑
さ
を
繰
り
返
す
夏
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
毎
年
、
熱

中
症
対
策
の
強
化
を
議
会
内
外
で
提

案
し
て
い
ま
す
。

　
市
当
局
は
、
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
な
る
公
共

施
設
等
の
拡
大
を

約
束
。
ま
た
「
熱

中
症
警
戒
の
広
報
、

　
市
民
団
体
が
提
出
し
た

「
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助

成
を
求
め
る
請
願
書
」
は

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、願

い
実
現
に
向
け
た
大
き
な

一
歩
で
す
。

　
市
内
で
は
、
要
介
護
認

定
を
受
け
た
高
齢
者
の
２

人
に
１
人
が
認
知
症
を
発

症
し
て
お
り
、
対
策
が
急

務
で
す
。「
難
聴
は
認
知
症

の
危
険
因
子
」
と
の
厚
生

労
働
省
の
指
摘
を
活
か
し
、

補
聴
器
の
積
極
的
活
用
が

カ
ギ
で
す
。「
高
額
で
な
か

な
か
買
え
な
い
」
と
い
う

声
に
応
え
る
政
治
の
出
番

で
す
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

市
に
対
し
て
市
民
の
要
望

を
繰
り
返
し
届
け
、
２
度

に
わ
た
り
国
等
へ
の
意
見

書
案
を
市
議
会
に
提
出
。

昨
年
第
１
回
定
例
会
で
は

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

共
同
の
輪
を
広
げ
て
き
ま

し
た
。

熱
中
症
指
数
計
の
活
用
、
低
所
得
者

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を
行
う
」

と
約
束
し
ま
し
た
。

「
夏
季
加
算
」創
設
求
め
る

意
見
書
可
決

　
日
本
共
産
党
市
議
団
と
流
政
会
が

提
案
し
た
「
生
活
保
護
の
夏
季
加
算

創
設
を
求
め
る
意
見
書
」
は
21
対
６

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　６月26日、田中弘美教育長に要請する日本共産党市議団。２度目と
なる議会での陳情採択を重く受け止め、附属幼稚園廃園方針の撤回と、
少なくとも事務作業を凍結し、保護者等との話し合いを最優先するよう
提起しました。

「附属幼稚園を残して」「一方的に押しつけないで」

実
現
に
共
同
広
げ
る

党
市
議
団

　
保
護
者
や
地
域
住
民
が
提
出
し

た
「
公
立
幼
児
教
育
施
設
の
存
続

を
求
め
る
陳
情
書
」
は
、
18
対
９

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
廃
園
を
迫

る
市
長
に
対
し
、
市
民
と
議
会
が

再
び
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
形
で
す
。

　
採
決
結
果
を
見
届
け
た
市
長
は

「
重
く
受
け
止
め
、
熟
慮
を
重
ね

る
」
と
発
言
。
強
引
な
廃
園
を
迫

る
事
務
は
凍
結
し
、
方
針
の
見
直

し
・
再
考
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、「
全

市
的
に
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
一
緒
に
教
育
を
受
け
る
教
育
環

境
の
充
実
は
大
い
に
賛
同
す
る
も

の
の
、
そ
の
引
き
換
え
に
附
属
幼

稚
園
を
廃
園
に
す
る
理
由
は
な
く
、

道
理
も
な
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
指
摘
。

ま
た
、
第
１
回
定
例
会
で
の
陳
情

採
択
を
「
重
く
受
け
止
め
る
」
と

言
い
な
が
ら
期
限
を
切
っ
た
廃
園

を
一
方
的
に
進
め
る
市
長
の
姿
勢

を
強
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
廃
園
に
固
執
す
る
市
長
の
姿
勢

は
完
全
に
民
意
無
視
で
あ
り
、
自

治
基
本
条
例
ま
で
も
否
定
す
る
行

為
で
す
。
子
ど
も
や
保
護
者
、
卒

園
生
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
ら

れ
な
い
廃
園
方
針
は
撤
回
、
も
し

く
は
少
な
く
と
も
い
っ
た
ん
凍
結

す
る
べ
き
で
す
。

熱
中
症
対
策

危
機
感
持
ち

危
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感
持
ち

危
機
感
持
ち

危
機
感
持
ち
、、、、対
策
強
化
を

対
策
強
化
を

対
策
強
化
を

対
策
強
化
を

危
機
感
持
ち
、対
策
強
化
を

危
機
感
持
ち
、対
策
強
化
を

もうもう廃園方針は廃園方針は
「
重
く
受
け
止
め
、
熟
慮
を
重
ね

る
」
と
発
言
。
強
引
な
廃
園
を
迫

る
事
務
は
凍
結
し
、
方
針
の
見
直

し
・
再
考
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、「
全

市
的
に
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
一
緒
に
教
育
を
受
け
る
教
育
環

境
の
充
実
は
大
い
に
賛
同
す
る
も
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身近な要求実現
精
神
障
害
者
割
引

来
年
４
月
導
入
へ

小
田
桐
た
か
し

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
修
繕

（
運
河
ふ
れ
あ
い
橋
）

植
田
和
子

　
６
月
６
日
〜
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
流
山
市
議
会
。
立
場

の
違
い
を
超
え
て
、
市
民
の
願
い
に
ど
う
応
え
る
の
か…

議

会
に
強
く
突
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
」
と
医

療
機
関
か
ら
指
摘
が
あ
る
の
に
、
今

秋
か
ら
一
本
化
が
義
務
化
さ
れ
る

『
マ
イ
ナ
保
険
証
』。
し
か
し
市
内
の

保
有
者
は
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
で
６
割
を
下
回

り
、利
用
率
も
１
割
に
届
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
で
は
市
民
の
医
療
を
受
け
る

権
利
が
大
き
く
阻
害
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
紙
の

保
険
証
の
存
続
を
重
ね
て
強
く
求
め

ま
し
た
。

　
小
児
救
急
医
療
を
め
ぐ
っ
て
は
、

広
報
（
６
月
１
日
号
）
で
「
か
か
り

方
」
を
紹
介
す
る
い
っ
ぽ
う
、「
夜

間
小
児
救
急
医
療
」（
21
時
〜
翌
８

時
ま
で
）
は
今
年
９
月
末
で
打
ち
切

ら
れ
る
可
能
性
が
日
本
共
産
党
市
議

団
の
質
問
で
明
ら
か
に…

。

　
救
急
医
療
に
勤
務
す
る
小
児
科
医

師
の
不
足
に
加
え
、「
不
採
算
部
門

で
あ
り
、
規
模
縮
小
な
ど
不
安
が
常

に
あ
る
」（
松
戸
市
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
）
と
の
現
場
の
声
に
応
え
る

国
・
県
・
市
の
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
す
。

　
市
議
会
で
は
「
東
葛
北
部
地
域
に  

お
け
る
小
児
救
急
体
制
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、取
り
組
み
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
る
南
流
山

地
域
。
し
か
し
市
長
は
、
駅
周
辺
の

再
開
発
を
後
押
し
す
る
た
め
、
一
定

条
件
を
ク
リ
ア
し
た
建
物
に
対
す
る

固
定
資
産
税
な
ど
を
３
〜
７
年
間
に

わ
た
っ
て
減
免
す
る
条
例
案
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
の
質
疑
に
対

し
、「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
拒
め

な
い
」
と
市
も
認
め
て
お
り
、
さ
ら

に
人
口
が
増
え
る
可
能
性
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
や
保
育
園
の
不
足
、
交
通
渋

滞
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
の
電
車
の
混
雑

…
地
域
が
抱
え
る
課
題
が
い
く
つ
も

あ
り
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
条
例

案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
防
災
計
画
が
改

定
。
避
難
者
の
最
大
想
定
数
が
２

万
５
５
２
０
人
か
ら
１
万
44
人

と
、
６
割
も
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、「
住
宅
の
耐
震
化
率
の

向
上
」
を
理
由
に
あ
げ
ま
す
が
、

発
災
直
後
、
避
難
者
が
減
る
理
由

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
能
登
半
島
地

震
を
教
訓
化
し
な
く
て
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

ビフォー

アフター

木谷工業前の交差点改良実現
次は信号機の設置を

高橋あきら
道路修繕（流山３丁目）

いぬいえり

ビフォー

　
「
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
れ

な
い
」…

こ
の
声
に
応
え
る
に
は
、

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
不
可
欠
で

す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
の
調
査

で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
波
に
対
応
し
た

部
品
は
製
造
中
止
が
相
次
ぎ
、
国

も
ア
ナ
ロ
グ
波
使
用
停
止
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
対
策
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
市
当
局
は
、
日
本
共
産

党
市
議
団
の
質
問
に
、「
県
内
で

デ
ジ
タ
ル
化
に
し
て
い
な
い
市
は

流
山
市
も
含
め
２
市
の
み
」
と
認

め
つ
つ
も
、
コ
ス
ト
（
２
億
円
）

を
理
由
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
拒
み
続

け
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
通
信
指
令
も

　
消
防
職
員
を
増
員
す
る
条
例
が

可
決
。
救
急
隊
の
増
隊
に
加
え
、

通
信
指
令
員
を
消
防

本
部
に
専
属
で
配
置

し
ま
す
。
し
か
し
松

戸
市
で
は
、
10
年
前

か
ら
配
置
さ
れ
て
お

り
、
近
隣
市
で
は
本

市
が
最
も
遅
れ
た
対

応
だ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

アフター

小児
救急
子
ど
も
の
健
康
と
命
を

守
る
市
の
取
り
組
み
を

子
ど
も
の
健
康
と
命
を

守
る
市
の
取
り
組
み
を

マイナ
保険証
紙
の
保
険
証
存
続
を

強
く
求
め
る

紙
の
保
険
証
存
続
を

強
く
求
め
る

開発
南
流
山
地
域
に
ま
だ

人
口
誘
致
？

南
流
山
地
域
に
ま
だ

人
口
誘
致
？

キ
ッ
パ
リ
対
決

防災
対策
避
難
者
数
６
割
削
減

防
災
行
政
無
線
の
対
策
強
化
を

「
ア
ナ
ロ
グ
波
使
用
は
、県
内
２
市
だ
け
」

「
ア
ナ
ロ
グ
波
使
用
は
、県
内
２
市
だ
け
」

キ
ッ
パ
リ
対
決

小田桐たかし いぬいえり高橋あきら植田和子

市民とともに市民とともに

政治動かす政治動かす
日本共産党日本共産党

４議席４議席
のの


